
〈資
料
紹
介
〉

情
報
の
宝
庫
、

つ
の
田
辺
元
文
庫

(資料紹介〉情報の宝庫，二つの田辺元文庫

こ
の
稿
で
は
田
辺
哲
学
に
つ
い
て
の
情
報
の
宝
庫
と
も
言
う
べ
き

群
馬
大
学
、
京
都
大
学
、
二
つ
の
田
辺
元
文
庫
と
、
そ
れ
ら
が
田
辺

研
究
に
つ
い
て
持
つ
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

田
辺
は
昭
和
一
九
年
に
定
年
退
官
し
た
後
、
夏
の
山
荘
で
あ
っ
た

群
馬
県
北
軽
井
沢
大
学
村
の
山
荘
に
引
き
こ
も
っ
た
が
、
昭
和
三
三

年
に
脳
軟
化
症
(
脳
梗
塞
)
を
起
こ
し
て
前
橋
の
群
馬
大
学
附
属
病
院

に
入
院
し
た
。
田
辺
に
は
子
供
が
な
く
夫
人
も
死
去
し
て
い
た
た
め
、

そ
の
遺
産
の
ほ
と
ん
ど
は
田
辺
の
希
望
で
群
馬
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
膨
大
な
蔵
書
、

一
O
O
冊
以
上
の
手
帳
型
の
日
記
、
数
多

く
の
手
稿
が
含
ま
れ
て
い
た
。
田
辺
の
死
後
、
群
馬
大
学
と
大
島
康

正
な
ど
の
田
辺
の
弟
子
た
ち
と
の
あ
い
だ
で
協
議
が
も
た
れ
、
蔵
書

の
内
、
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
に
な
い
書
籍
は
同
図
書
館
に
、
そ

れ
以
外
は
日
記
、
手
稿
類
も
合
め
、
す
べ
て
群
馬
大
学
に
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
様
な
経
緯
で
、
現
在
、
二
つ
の
田
辺
元
文
庫
が
存
在
す
る
。
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林

三匹
日

一
つ
は
群
馬
大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

ー
図
書
館
本
館
の
田

辺
元
文
庫
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
の

田
辺
元
文
庫
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
庫
は
、
田
辺
研
究
者
に
と

っ
て
は
「
情
報
の
宝
庫
」
と
形
容
す
べ
き
も
の
な
の
だ
が
、
残
念
な

が
ら
、
田
辺
没
後
五

O
年
の
現
在
ま
で
、
十
分
に
研
究
資
料
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
主
な
理
由
は
田
辺
の
崩
し
字

が
あ
ま
り
に
難
読
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
昭
和
三
八
年
に
刊
行
が
開

始
さ
れ
た
『
田
辺
元
全
集
』
(
筑
摩
書
房
)
の
広
告
を
見
る
と
日
記
、
手

稿
の
類
ま
で
す
べ
て
出
版
す
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
殆
ど
実

現
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
、
弟
子
達
に
も
田
辺
の
筆
跡
が
読
み
づ
ら

か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

で
は
、
二
つ
の
田
辺
元
文
庫
の
史
料
は
解
明
不
可
能
か
と
い
う
と

実
は
そ
う
で
は
な
い
。
私
と
共
同
研
究
者
た
ち
(
l
)
は
、
私
の
研
究

室
で
開
発
し
た
史
料
研
究
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
♂
冨
〉
H
N
H
J
C
ω

」
を

使
っ
て
、
田
辺
の
手
書
き
文
書
を
解
読
す
る
試
み
を
続
け
て
お
り
、
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図 l 種の論理と数理(A・へイティンフの著住(1934(昭和 9)年干1])へのむき

込み)

既
に
幾
つ
か
の
文
書
の
解
読
に
成
功
し
、

「
種
の
論
理
」
に
つ
い
て
、

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
幾
っ
か
発
見
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
本
特
集
に
寄
稿
し
た
私
の
論
文
で
紹
介
し
た
種
の
論
理
が

数
理
哲
学
に
結
び
つ
い
た
時
を
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
へ
イ
テ

ィ
ン
フ
の
著
書
へ
の
書
き
込
み
は
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
そ
の
部
分

を
図

1
に
示
す
。
翻
刻
は
次
の
よ
う
に
な
る
(
翻
刻
は
筆
者
に
よ

る
(

2

)

)

。

種

個

内
包
的
意
味
ヲ
外
延
的
意
味
カ
ラ
独
立
セ
シ
ム
.

実
数
ハ
連
続
ノ

E
Z
2住
吉
笠
岡
巾
ノ
交
錯
ト
ナ
ラ
ン

.
種
々
ノ

異
ル
巧
田
町
-Em巾
ヲ
同
一
ノ

実
数
ニ
対
シ
想
定
シ
得
.

一
ノ

P
L
m巾
ノ

巴

包

ガ
他
ノ

3}官

一
一
於
テ
分
割
セ
ラ
レ
得
.

一
ノ
系
列
ニ
ソ
レ
ヲ
否
定
ス
ル
系
列
ガ
附
随
ス

田
辺
の
筆
跡
は
変
動
が
大
き
く
、
同
じ
文
字
が
同
じ
テ
キ
ス
ト
中
で

大
き
く
違
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
逆
に
違
う
文
字
が
ほ

ぼ
同
じ
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
確
定

的
な
翻
刻
を
行
な
う
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
翻
刻
で
も
「
他
ノ

司

0
5巾
ニ
於
テ
分
割
セ
ラ
レ
得
」
の

「
於
テ
」
は
他
史
料
の
そ
れ
と

比
較
し
て
こ
の
様
に
翻
刻
し
た
が
、
蓋
然
性
は
低
い
も
の
の

「
支

ヲ
」
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。

田
辺
史
料
の
内
、
我
々
が
現
在
最
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、
種
の

論
理
が
成
立
し
た
昭
和
九
年
の
特
殊
講
義

「
認
識
の
形
而
上
学
」
の

推
敵
メ
モ
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
原
稿
用
紙
五
三
枚
か
ら
な
る
が
、

不
完
全
な
が
ら

一
割
程
度
の
翻
刻
に
成
功
し
て
い
る
。

そ
の
翻
刻
結
果
と
同
時
期
の
日
記
の
分
析
に
よ
り
、

「
社
会
存
在

の
論
理
」
の
冒
頭
に
種
の
論
理
の
原
型
と
し
て
現
れ
る
レ
ヴ
ィ

川
ブ

リ
ュ

1

ル
の
「
分
有
」
の
概
念
に
、
田
辺
が
、
こ
の
特
殊
講
義
の
テ

1

7
の

一
つ
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ

l

ラ
l

の
知
識
社
会
学
の



(資料紹介〉情報の宝庫，二つの田辺元文庫

「
参
加
(
窓
口

E
σ
g
)」
の
概
念
か
ら
た
ど
り
着
い
た
ら
し
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
種
の
論
理
の
直
前
に
、
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
!
と

シ
ェ

l
ラ
ー
を
対
比
し
、
同
じ
生
の
哲
学
の
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
も
、

前
者
で
は

「
生
」
、
後
者
で
は

「
晶
子
」
の
立
場
が
強
い
と
す
る
議
論

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
講
義
推
敵
メ
モ
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ
1

、

シ
ェ

l
ラ
l
の
政
治
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て
批
判
し
た
箇
所
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
種
の
論
理
成
立
へ
の
、
ハ
イ
デ
ガ
l
、
シ
ェ

l

ラ
l

の
哲
学
の
強
い
直
接
的
影
響
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ェ
1

ラ
ー
や
ハ
ル
ト
マ

ン
の
認
識
論
を
論
じ
る
文
脈
の

中
で
、
か
な
り
唐
突
な
仕
方
で
、

「
余
ノ
種
個
全
ハ
政
治
的
ト
ナ
ル
.

種
ハ
司
自
n
u
E
H
Y
個
ハ
下
志
向
包
窃
門
戸
回
O
C吋
m
gお
り
巾
門
出
O可
白
門戸

全
ハ

ω
O
N
E骨
B
O宵
呉
戸
市
ナ
リ
併
シ
ロ

-
w
g
E円
ハ
排
ス
故
ニ

同
O
B
B
C
E∞
自
ハ
階
級
的
種
ノ
立
場
ナ
リ
」
と
い
う
文
が
現
れ
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
て
い
る
(
図
2
、
3
0
翻
刻
は
田
辺
元
史
料
研
究
会
)
。

前
後
と
の
関
連
が
薄
い
メ
モ
な
の
で
、
政
治
・
社
会
哲
学
と
し
て
の

種
の
論
理
の
成
立
の
そ
の
時
に
書
か
れ
た
メ
モ
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

田
辺
の
手
書
き
史
料
は
、
癖
の
あ
る
し
か
も
不
安
定
な
崩
し
字
の

た
め
に
難
読
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
ω冨
〉
河
H
J

の
ω」
を
用
い
る
翻
刻
技
法
に
よ
り
、
こ
の
難
読
性
が
打
破
さ
れ
つ

つ
あ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
史
料
の
画
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し、

複
数
の
者
が
、
同
時
に
同
じ
史
料
を
見
な
が
ら
議
論
し
つ

つ
翻
刻
作

業
(
特
に
翻
刻
の
修
正
作
業
)
を
進
め
る
協
同
翻
刻
の
技
法
(
3
)
を
用
い

る
と
、
従
来
の
文
献
史
料
学
で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
ス
ピ
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ー
ド
と
精
度
で
翻
刻
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
す
で
に
あ
る
程
度
の

翻
刻
が
蓄
積
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
と
の
比
較
を
用
い

る
こ
と
で
、
哲

学
を
知
ら
な
い
学
部
学
生
で
も
、
昭
和
九
年
の
特
殊
講
義
メ
モ

の
七

O
%程
度
を
独
り
で
翻
刻
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
学
生
に

よ
る
と
、
内
容
が
わ
か
ら
な
く
て
も
パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
解
読
で

き
て
面
白
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
科
研
費
挑
戦
的
萌
芽
研
究

第
二

二
六
五
一
‘一

O
O
八
(
東
洋

・
日
本
思
想
史
)
、
「
西
田
哲
学
・
回
途
哲
学
の
テ
キ

ス

図2 種の論理の誕生かつ(昭和9年特殊講義推敵メモから)
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図3 図2の枠部分を拡大

ト
生
成
研
究
」
の
補
助
に
よ
り
、
群
馬
大

学
田
辺
元
文
庫
史
料
の
高
精
度
カ
ラ

l
デ

ジ
タ
ル
画
像
を
作
成
し
て
行
な
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
科
研
費
研
究
、
お
よ
び
、
そ
れ

以
前
の
研
究
に
お
い
て
作
成
し
た
群
馬

大
・
京
大
両
国
辺
元
文
庫
の
史
料
画
像
は
、

我
々
が
作
成
し
た
翻
刻
と
と
も
に
田
辺
研

究
者
に
京
都
学
派
ア

ー
カ
イ
ブ

宮
壱
¥
¥

W
可
♀
?
向
山
W
C
V
PZ
診

を

通

し

て

公

開

し

て
い
る
(4)
。
ま
た
、
そ
の
翻
刻
や
画
像

を
読
む
為
に
必
要
な
「

ω冨
〉
河
づ
の
ど

は

宮
吾
に
¥
凹

05n巾
沙
門
ぬ
巾
・

5
¥匂
円
。
な
立
史

的
自
白
円

HBg
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
簡

単

に
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
し
て
巧
百
号
話
回
・
冨
白
円

。ω戸
ピ
ロ
c
H

上
で
史
料
・
翻
刻
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
、
田
辺
元

研
究

・
京
都
学
派
研
究
の
た
め
に
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
ア

ー
カ
イ
ブ
と
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
開
発
を
続
け
て
い
る
の
で
、
研
究
者
諸
子
は
是
非
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

(l
)

私
の
特
殊
講
義
「
田
辺
元
を
読
む
」
の
参
加
者
な
ど
か
ら
な
る

田
辺
元
史
料
研
究
会
。

(2)

翻
刻
に
際
し
て
京
大
現
代
史
学
教
室
の
永
井
和
教
授
に
ご
協
力

を
頂
い
た
。
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

(
3
)

「
ω冨
〉
問
、
円
。
ω」
に
よ
る
協
同
翻
刻
の
技
法
は
、
日
本
政
治
史
の

重
要
史
料
で
あ
る
倉
富
勇
三
郎
日
記
翻
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
、

京
大
現
代
史
学
講
座
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
。

(
4
)

こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
京
大
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
の
西
国

幾
多
郎
の
手
書
き
原
稿
す
べ
て
の
画
像
も
公
開
し
て
い
る
。
こ
ち
ら

は
田
辺
史
料
と
異
な
り
、
研
究
者
で
な
い
人
た
ち
に
も
公
開
さ
れ
て

お
り
、
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
し
て
史
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
、
試
験
公
開
中
で
あ
り
、
二

O
一
二
年
一

月
中
に
公
式
公

開
の
予
定
で
あ
る
。


